



















The child and the war：
being notes on juvenile 
delinquency, Westmin-







































るはまた不思議な因縁である」と敷地の由来を記す（1）。大原は土地代 9万円，建物代 15 万円を投じ
て，2 階建の本館と 3 階建の書庫を有する研究所を新築し，大原社会問題研究所の初期活動はこの
四天王寺秋野坊跡を拠点に展開した（2）。
　だが 1920 年 5 月に落成し 7 月に開所式を挙行するまで研究所があったのは，大原がそれ以前に




















　大原孫三郎が 20 歳の時から基本金管理者，22 歳の時から評議員として参画し，主宰者である石








































　夜学校は保育所と同じ建物にありながら，保育所より先に 7 月 13 日から開設する。それは昼間
働いている付近の子どもたちが建物の修繕中から毎晩つめかけ開校を促したからだという（11）。当時
は 1907 年第 5 次小学校令で義務教育 6 年と定められていたが，貧困地域では無籍のため就学して
いない者が少なくなく，夜学校の入学者は 1年生でも 10 歳以上が多かったとされる。「賃金の算な
らば，一年生でも，平気で三位の暗算をやってのける程，既に偏奇な発育をしている。毎晩二時
間，三ヵ年で，六学年の課程を修得するのに，殆ど何の故障もなかった」と柿原は記している（12）。
1910 年 12 月末時点の記録をみると，夜学校の生徒は男児 36 人・女児 44 人の計 80 人であり，年
齢は 7 歳（6 人）から 15 歳以上（7 人）まで多様である。生徒の職業は，子守家事手伝（21 人），




　保育所利用者の記録も興味深い。1909 年 7 月の開所後，1910 年 12 月末までに預かった保育児総
数は 140 人で，その内訳は 1 歳 31 人，2 歳 47 人，3 歳 34 人と，3 歳以下で 8 割を占める。また
140 人のうち，両親ある者は 72 人と約半数で，父なき者 44 人（死亡 23，離婚 6，家出 15），母な
（7）　永岡正巳（2010）「石井記念愛染園・セツルメントの 100 年」100 周年記念誌委員会編『石井十次の残したもの














屑買（19 人），屑撰（17 人），燐寸工女（12 人），衛生人夫（4人），紡績工女（3人），鞄口金工（3
人）などが記されている（15）。
　同情館は保育所の開始と同日，7 月 21 日に母子一世帯を宿泊保護したことから始まった。同情
館の規定には，「本館に於て引受けたる人々は尽く之を本館付の名簿に登録し順次雇口を需めて就
職せしむ」「前項の人々が居所を定むる迄便宜本館内に寄留せしむ」とあり（16），雇口が見つかるま
での間，宿泊場所も提供していたことがわかる。だが開館直後の 7 月 31 日に大阪北部で火事があ
り（キタの大火，天満焼け），現在の大阪駅に近い曾根崎新地の出入橋にあった岡山孤児院大阪事
務所が焼失したことから，この同情館に事務所機能が移転され，翌 1910 年 8 月出入橋事務所の再
築と同時に同情館は閉鎖される（17）。記録によると，同情館は開始後 7か月間で「救護を乞へるもの」
は 189 人にのぼり，そのうち「就職せしめたるもの」42 人，「旅費を与へて帰国せしめたるもの」







































　1916 年 11 月創立総会の後，大原は土地代 2 万円，建物代 2 万円を投じて木造 2 階建ての愛染園
を新築し，1918 年 1 月開園式を挙行した。愛染園の 1 階には乳児室，乳児寝室，匍匐児室，浴室，
医局，主事室，教官室が設けられ，2 階には教室，救済事業研究室，研究室附属図書館，保姆室な
どが置かれた。研究室に附属する図書館は所員のほか一般有志も利用できるものとされ，大原は設
立費 5万円だけでなく研究室費として毎年 1000 円を寄付することも 1917 年 5 月の理事会で決定し
ている（23）。柿原の 1917 年 7 月 5 日の記録によると「冨田君は研究室図書の蒐集に尽力す，千円の
支出そのためなり」とあり（24），新築建物が落成する前から大原は冨田を通して研究室の充実に動い
ていた。
　この救済事業研究室には図書館だけでなく救済事業職員養成所も附設された。1 学期 3 か月（児
童保護事業，児童心理，児童衛生，体育，家政学）と 2 学期 3 か月（救済要論，社会学，教育学，
社会衛生，経済学，教育病理学）の計 6 か月で実務者を養成する学校である。1918 年 10 月開校時
の入学者は 16 人で，宮崎，埼玉，神奈川など遠隔地からも 7 人が入学，うち 5 人は愛染園が設置
した寄宿舎から通ったとされる（25）。
　この救済事業研究室の主任として 1918 年 6 月着任したのが高田愼吾である。高田は 1908 年東京


































いない。「社会問題研究部」は 2部門に分かれ，第 1部は「救済問題」，第 2部は「労働問題」と記
されていた（32）。
　実際の研究所は，この第 2 案の「社会問題研究部」2 部門がそれぞれ独立した研究所の形で発足




（28）　二村一夫（1994）「大原社会問題研究所を創った人びと」『大原社会問題研究所雑誌』426 号（1994 年 5 月），
67-68 頁。二村一夫（2010）「大原社会問題研究所の創立をめぐって」『大原社会問題研究所雑誌』623・624 号
（2010 年 9・10 月），17 頁。
（29）　前掲，大原孫三郎伝刊行会（1983）135 頁。大津寄勝典（2004）『大原孫三郎の経営展開と社会貢献』日本図
書センター，301-302 頁。
（30）　大原總一郎（1964）「大原社会問題研究所の誕生」（大原社会問題研究所創立 45 周年記念講演，1964 年 7 月 13
日，大阪ガスビル・ホール）『大原社会問題研究所雑誌』623・624 号（2010 年 9・10 月）所収，68 頁。





















　それぞれ独立した研究所として創設された 2つの研究所であったが，早くも 1919 年 4 月 13 日に
は両研究所の合同会議が開かれ，6 月 8 日の会議で両研究所の合併案が議論されている。それは両
（33）　『三十年史』10 頁，『五十年史』8頁。
（34）　この東京事務所を拠点に行われた初期活動については，本特集榎論文を参照。
表 1　1919年 2月創設時の 2つの研究所
創立総会・決定事項
名称 大原社会問題研究所とする 大原救済事業研究所とする





















委員 河田嗣郎，米田庄太郎，高野岩三郎 委員 小河滋次郎，高田愼吾










社会事業に関する研究部門とすることであった。7 月 4 日，東京事務所で高野らがこの合併案を討





究所は独立した形で創設されたが，その後合併して，1 つの研究所のもとにある 2 部門となったこ
とである。その 2 部門を「労働問題に関する研究部門」「社会事業に関する研究部門」としたこと
は，2 月の創設時に両研究所が調査研究対象として想定していた分野は，社会問題研究所は労働問







した。『日本社会事業年鑑』（1920 年 5 月 15 日刊），『日本労働年鑑』（1920 年 5 月 28 日刊），『日本
社会衛生年鑑』（1920 年 6 月 10 日刊）である（36）。四天王寺秋野坊跡に新築していた研究所は 5月 3











（36）　3 つの年鑑の刊行目的は本特集清水論文を参照。なお，『日本社会事業年鑑』第 1 集は標題紙（タイトルペー
ジ）「日本社会事業年鑑（大正八年）」奥付発行日「大正九年五月十五日」，第 2 集のそれは「日本社会事業年鑑
（大正拾年）」「大正十年六月廿日」であり，第 2 集より調査対象年ではなく刊行年を標題紙に記す変更がなされて








くなっていく。実際，暉峻が 1921 年に独立した後，小河滋次郎が 1925 年に 62 歳で死去，さらに










1920 年 3 月 14 日，大阪中之島の中央公会堂で研究所委員会が開かれ，その後愛染園にて委員・所
員合同会議が開かれた。研究所委員会には小河，米田，柿原，河田，高田，大原，高野が出席し，



















（41）　『三十年史』28 頁，『五十年史』21 頁。前掲，大原孫三郎伝刊行会（1983）143 頁，大津寄（2004）308 頁。
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成監督」を挙げたが，高野は労働組合の調査を強く訴え，労働組合の健全な発達と労働運動を抑圧











　この救済事業調査会は，1919 年 12 月に発足する協調会の起点となったものである。高野は治安
警察法で労働組合の健全な発達と労働運動を抑圧しつつ，労資協調団体を設立して階級融和を図ろ










たのではない。同年鑑を次年より廃刊とすることは 1926 年 7 月 6 日の総会で決定しており，その
会議には高田も出席している（出席者：高田，森戸，権田，大内，細川，大林，久留間，櫛田，高
野）（46）。この総会では高野の渡欧にあたって研究所の運営事項やその他の重要事項が議論されてお
り，高野の外遊中，高田を所長代理とすることが決定している。高野は 9 月に出発し翌年 11 月に帰




務」『国家学会雑誌』32 巻 9 号）。
（43）　森戸辰男（1918）「救済事業調査会の設置と我が社会政策」『国家学会雑誌』32 巻 8 号。
















　だが，第 1 集から第 7 集にかけて社会運動的視点が強まっていったと評価できるか疑問である。














（50）　高田は 1923 年 3 月から 1924 年 10 月まで留学渡欧しており，少なくともその時期の年鑑は他の研究員の手で

































　『年史』では，研究所の東京移転にともなう財産の処分については，1936 年 10 月 19 日に大阪府
知事・安井英二と大原社会問題研究所所長・高野岩三郎が面会して大阪府による大原社会問題研究
所の土地・建物・図書の購入希望が明確となり，1936 年 12 月 4 日に「土地建物一五万円，図書
（経済学関係を主とする約八万冊）五万円，計二〇万円にてこれらを譲渡することにきまった」こ
とが記されている（58）。
　この『研究資料月報』で公開された 1936 年 11 月 25 日付森戸辰男より久留間鮫造あての書簡で
は，大阪府が不動産の評価査定を行っているが金額の内示はまだであること，図書についても大阪
府の購入目的や支払可能な金額が判明せず，また研究所側も譲渡明細ができていないため足踏み状
態であることが記されている（59）。11 月 25 日時点ではそのような状況だったものの 12 月 4 日には
20 万円で大阪府に譲渡することが決定するのだが，高野は当時東京にいた所員 3人（権田保之助・





















八万冊」と記したが，この『研究資料月報』で公開した 1937 年 1 月 21 日付森戸より大内あての書
























渡問題ニ関スル大要」作成室課 / 発行者：大阪府，作成年月日：1935 年。請求記号 KA-0022-35「大原社会問題研
究所図書分類表（封筒入）」作成室課 / 発行者：大原社会問題研究所，作成年月日：1936 年 11 月 21 日。請求記号
M0-0018-6「大原社会問題研究所ヨリ図書及ビ敷地建物譲受ノ趣旨並二図書整理ノ経過」，作成室課 / 発行者：大阪
府援護厚生課，作成年月日：1945 年 6 月 1 日。これらの資料の一部は，前掲，柴田（1992）148-152 頁，森田俊
雄（2010）「『大原文庫』をめぐって（第 2 部）―大阪府社会事業会館図書室から府立図書館へ」『大阪府立図書
館紀要』39 号（2010 年 3 月）32-35 頁などで紹介されている。































料の冊数は「7万 2000 余冊の図書」「1万余冊の資料」であり，合計 8万 2000 冊余りが正しい数と
いうことになるだろうか。二村一夫氏は現在の『大原社会問題研究所雑誌』につながる『資料室報』
に，経済学関係の図書を主体とした 8 万 2417 冊が研究所の東京移転に際して大阪府に譲渡された
と記しており（66），その数とも合致する。
（66）　二村一夫（1966）「大原社会問題研究所所蔵の戦前資料について」法政大学大原社会問題研究所『資料室報』























　研究所のつながりで注目されるのは，大阪府社会事業会館は開館後まもなく 1937 年 10 月に『大
阪府社会事業会館図書室稀覯洋書目録CATALOGUEofRareForeignBooksCollectedbyThe







































































から 1969 年まで愛染園の理事を務め，1953 年には『石井記念愛染園三十五年小史』を編纂してい
る。研究所入所以前は岡山孤児院の職員として石井十次の晩年を支えており，研究所は東京移転後
も鷹津を通して大阪府と愛染園につながっていたといえよう（74）。




　1945 年 3 月，米軍による大阪の空襲で大阪府厚生会館の本館は焼失する。だが堅牢な書庫とそ
の収蔵資料は戦火を免れ，1945 年 6 月，図書・敷地・建物等一切が大阪府立図書館の管理に移管
された（76）。大阪府立図書館は焼跡に残された図書の整理を進め，1947 年 9 月大阪府立図書館別館と


















（75）　大阪府立夕陽丘図書館編（1984）『大阪府立夕陽丘図書館 10 年史1974-1983』2 頁。
（76）　前掲，大阪府立夕陽丘図書館（1984）2 頁。
（77）　前掲，大阪府立夕陽丘図書館（1984）3 頁。







































西敏子（2001）「図書室・資料室の歩み」大阪府立大学社会福祉学部編『社会福祉学部 20 周年記念誌』179 頁）。
（85）　庄谷怜子（1982）「社会福祉学部図書室の発足に当って」『大阪府立大学附属図書館館報図書館だより』1982










1 方面書記）より「社会事業」関係資料約 300 点，長尾桃郎氏（全日本海員組合の機関紙編集者）
より「社会運動・労働運動」関係資料約 2,000 点など，狭義の社会福祉にとらわれない労働問題を







① 2018 年 3 月撮影
②元村智明編『編集復刻版岡山孤児院写真・映像資料』第 1巻，六花出版，2015 年，187 頁
③出版文化社編『社会福祉法人石井記念愛染園 100 周年記念誌』社会福祉法人石井記念愛染園，2017 年，
10 頁
④大阪府立中央図書館蔵書







点の最新刊は第 67 巻（通巻第 146 号，2018 年 2 月）である。
